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2月 20日(土)玉川まちづくりセンターにて開催し

ました。 

児童・生徒の人権作文や PTAの活動報告、各町内

会から町内学習懇談会の報告の発表を行い、最後に

人権センターから一年間のまとめとしてお話いただ

きました。 

今年度はコロナ禍でいろいろと制限されるなか、

それぞれ可能な限り、工夫して研修会等を実施しま

した。 

○人権作文の発表 

・玉川小学校 5年 杉藤 百倖 さん 

  『黒か、白か』 

・玉川中学校２年 有村 心寧 さん 

   『言葉の重さ』 

○PTA実践報告  

・玉川中学校 PTA 

○遺跡と萩の育む玉川まちづくり推進会議 

人権委員会 活動報告 

 ・人権委員会委員長 

○町内学習懇談会 報告 

 ・各町内会代表 

○一年間の成果と課題のまとめ 

 ・草津市立人権センター  
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町内会名 
実施日時 

実施場所 

懇談テーマ 

参加人数 

桜ケ丘町内会 
 

１１月２１日(土)19：00～20：00 

桜ケ丘自治会館 
 

・“じんけん”ってだれのもの？ 

         学ぶのはなぜ？ 

～コロナ差別をとおして考える 

   “わたし”の学び・生き方～ 

講師：杉江 範昭 さん 

       （草津市立人権センター） 
 

参加者合計 ３３名 

(内行政協力者 ２名) 

 

ﾛｰﾚﾙｺｰﾄ南草津町内会 
 

１２月１３日(日)14：00～15：00 

ﾛｰﾚﾙｺｰﾄ南草津集会所 
 

・“じんけん”ってだれのもの？ 

学ぶのはなぜ？ 

～コロナ差別をとおして考える 

“市民”としての力～ 

講師：杉江 範昭 さん 

       （草津市立人権センター） 
 

参加者合計 １４名 

(内行政協力者 ３名) 

 

野路町内会 
 

１２月 ４日(金)19：00～20：30 

新宮会館 
 

1.“じんけん”ってだれのもの？ 

～コロナ感染から考えるべきこと～ 

講師：杉江 範昭 さん 

（草津市立人権センター） 

2. コロナ感染を巡る差別言動を考える！ 

町内各種団体より 
 
参加者合計 ３８名 

(内行政協力者 ３名) 

 

野路小林町内会 

 

学習懇談会という形ではなく、 

アンケート方式で実施 

 

・人権学習補助資料 

 「新たに生まれた差別を通して」を読んで 
 

配布数 ２３０枚（町内全戸） 

回収数  ４６枚 


